
東社協 東京都高齢者福祉施設協議会 高齢者福祉研究大会（アクティブ福祉 in 東京'09） ※無断転載・複製を禁じます 

【メモ欄】

<取り組んだ課題> 

○毎月開催している職員勉強会の参加率が低い 

・ 参加して楽しいと思える内容を考える。 

・ 与えられている傾向が強いため、自ら考えて作り

上げていく。 

<具体的な取り組み> 

○ とにかくやってみたい事を声に出してもらい、み

んなで実行してみよう⇒ 

「ドリカムプロジェクト」誕生！！ 

＜目的＞ 

・ 企画書の書き方を学び、自分たちの施設は自分た

ちで考えて作る、という意識を養う事。 

・ 自分たちでたてた企画を実践し、第二清風園で働

いて良かった、という成功体験をしてもらう事。 

＜手順＞ 

① 第１回目の勉強会開催。 

  業務改善手法（企画書の書き方）を学ぶ。 

② 職員より企画書の提出。テーマ別にグループを７

つ分け、全職員が必ずどこかのグループに属する。

改めてグループごとに企画書の作成。 

③ 第２回目の勉強会開催。 

中間発表を行ない、講師、参加職員から評価を受

ける。 

④ 再度内容の練り直し。最終発表に向けパワーポイ

ントの作成。 

⑤ 第３回目の勉強会開催。 

  最終発表をプレゼン方式で行なう。 

⑥ 職員投票を実施、１位グループには次年度に具体的

な実施をしてもらう。 

<活動の成果と評価> 

 ○年間を通した研修を開催する事ができただけでな

く、各グループのプレゼンと優秀作品投票といった

ように参加意識を高める工夫を行ない、参加した職

員からも高い評価を得る事ができた。 

 ○何かをしてみたいという気持ちは最初から諦めず、

まずは声に出し始めてみる事の大切さを学んだ。 

 ○他部署職員と長期間協力しながら意見交換を行なっ

ていった事で、より一層職場内でのコミュニケーシ

ョンを図る事ができた。 

○複数の部署からグループわけをしたため、全員が集

まる事が難しく、役割分担が偏ってしまう事があっ

た。また業務後に取り組む事が多くなってしまった。

<今後の課題>

○１位グループは今年度予算化して活動を行なってい

る。また２位以下のグループも何らかの形で、研修

委員会がサポートしながら継続して取り組んでい

く。 

○他施設とのコラボレーションを計画中。 

今回の発表の施設 

またはサービスの 
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特別養護老人ホーム 第二清風園 
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